
令和５年度 商業科「ソフトェア活用」シラバス 

単位数 ４単位 学科・学年・学級 情報処理科 ２年Ｃ組 

教科書 ソフトェア活用（実教出版） 副教材等 
情報処理検定模擬問題集１級，２級（実教出版） 

ビジネス文書実務検定模擬問題集１級，２級（実教出版） 

 

１ 学習の到達目標 

・情報通信ネットワークの導入やソフトウェアの活用に関する知識と技術を習得し、情報を効率的に処理することの重要性について理解 

 する。 

・ビジネスの諸活動においてコンピュータを適切に運用する能力と態度を育てる。 

 

２ 学習の計画 

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等 
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７ 

１章 

企業活動とソフトェア活

用 

 

 

 

 

 

 

 

２章 

情報通信ネットワークの

活用 

 

１節 ビジネスにおけるソ

フトウェア活用 

 

 

２節 ビジネスにおけるソ

フトウェアの進化 

 

 

 

１節 情報通信ネットワー

クの導入と運用 

２節 情報資産の保護 

 

 

 

 

中間考査 

 

・身近な事例を基にビジネスにおけるソ

フトウェア活用を考える。 

・情報システムや活用事例を学ぶ。 

・ソフトウェア活用の重要性を理解する。 

・ソフトウェアが社会の変化に与える影

響を考える。 

・Society5.0 が目指す社会について考察

し、ソフトウェアの活用例と目的を理解す

る。 

・機器の機能や情報技術の進歩に伴う通

信手段の変化について理解する。 

・LANやインターネットに接続するための

方法やシステム障害に対処するための技

術について理解する。 

・情報資産を保護するためのリスクを適

切に管理する方法について理解する。 

 

 

学習態度 

 

 

実習状況 

提出物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考査得点 

３章 表計算ソフトウェ

アの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

１節 表計算ソフトウェア

を用いた情報の集計と分

析 

２節 表計算ソフトウェア

を用いたオペレーション

ズ・リサーチ 

 

３節 手続きの自動化 

 

期末考査 

・表計算ソフトウェアを通して、情報の集

計と分析について理解し、分析する能力を

身に付けるとともに、分析結果を適切に表

現する。 

・オペレーションズ・リサーチについて理

解し、目的に応じて適切な手法で活用する

技術を身に付ける。 

・マクロの記録機能を用いて、手続きの自

動化の考え方を理解する。 

学習態度 

実習状況・提出物 

 

 

 

 

 

 

 

考査得点 

９ 

 

 

 

１０ 

 

 

４章 

データベースソフトェア

の活用 

 

 

 

 

 

１節 ビジネスとデータベ

ース 

２節データベースの作成と

操作 

３節 手続きの自動化 

４節 データベースの構造 

５節 SQLの操作 

中間考査 

・データベースの特徴や基本的な機能を

理解する。 

・データベースソフトウェアを活用する

ための知識と技術について理解し、構造も

理解する。 

・SQLを用いた汎用的なデータベースの操

作方法を理解する。 

学習態度 

実習状況・提出物 

 

 

 

 

 

考査得点 

１１ 

 

 

 

 

 

１２ 

５章 

業務書利用ソフトウェア

の活用 

 

 

１節 グループウェアの活

用 

２節 販売管理ソフトェア

の活用 

３節 給与計算ソフトウェ

アの活用 

 

 

 

期末考査 

・グループウェアの利点と業務効率化の

方法について理解する。 

・販売管理ソフトェアの利点と、業務効率

化の方法について理解する。 

・給与計算ソフトウェアの利点と、業務効

率化の方法について理解する。 

・その他ソフトウェアの多様な機能を利

用して、応用的な文書の作成に関する知識

と技術について理解する。 

 

学習態度 

実習状況・提出物 

 

 

 

 

 

 

 

考査得点 



１ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

６章 情報システムの開

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１節 システム開発の基礎 

２節 アルゴリズムの基礎 

３節 情報システムの開発

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

        期末考査 

・情報処理検定合格を目指す。 

・表計算ソフトウェアやデータベースソ

フトウェアによる情報システムの開発に

関する基礎的な知識・技術について理解す

る。 

・コンピュータに指示を出すためのアル

ゴリズムについて必要な関連知識・技術を

身に付ける。 

・簡易的な情報システムの開発を通して、

企業活動の改善を科学的な根拠に基づい

て、主体的かつ恊働的に取り組む姿勢を身

に付ける。 

 

 

 

学習態度 

実習状況・提出物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考査得点 

 

 

３ 評価の観点 

知識・技能 
 企業において情報を扱うことについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身

に付けている。 

思考・判断・表現 
 企業において情報を扱うことに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創

造的に解決しようとしている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

 企業活動を改善する力の向上を目指して自ら学び，企業において情報を適切に扱うことに主体的かつ協働的

に取り組もうとしている。 

 

４ 評価の方法 

「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組む態度」，の３観点から評価規準に従い，総合的に評価する。 

 

５ 担当者からのメッセージ 

 説明をしっかりと聞き、その後、自分で考えながら問題を解いていくようにして下さい。分からないところは、そのままにしないで質

問をするようにして下さい。実習をしっかりやることによって、理解が深まることにつながります。 

 


